
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                          

 

 

ハンガリー（一口メモ） 

 

 

 

 

名刺交換の際にお聞きした範囲です

が、人口は約 1000万人、面積は北海道

ぐらい。世界的でも有数の温泉大国で

首都のブダペストだけでも 100を超す

源泉と 50近くの浴場があるとのこと。

水着着用で男女一緒だそうです。 

ハンガリー語はかなりむつかしい。 

ハンガリー産の羽毛を使用した羽毛布

団などが日本ではなじみのあるものと

のことでした。 

 

フォト通信 

◆左上から、第 52 回丸子早起野球

大会開幕式で、私が入っている丸子

メッツチーム。陣場台地でのぶどう

苗木の補植作業開会式。腰越地区深

山の古民コンサート（藤原宅）。 

◆中段左から、国際交流フェスティ

バル（丸子文化会館）小林さんの銅

板工作など多彩な催し。信州国際音

楽村では、依田保育園児によるオー

プニングと日本・ハンガリー外交関

係開設 150 周年記念事業でハンガ

リー大使館の方と音楽村少年少女

合唱団とのプレゼント交換。 

◆下段左から、第 44 回長瀬中央自

治会ふれあい球技大会。わが家の田

植え作業。西内小学校第 124 回運

動会。全校児童（32 人）で組体操。 

 

 ～上田をもっと好きになる～ 

                 「信州上田学（楽）～ 住みたい理由を言えるまちを創る ～として、藻谷浩介（もたにこうすけ）

氏：株式会社日本総合研究所主席研究員／株式会社日本政策投資銀行地域企画部特任顧問が講演した。 

藻谷氏は、著書「里山資本主義」が有名です。講演は、クイズ方式で参加者から回答を求めるような方

法も取り入れたもので、上田市民が上田地域のことをどれだけ知識があるかといったものでした。私も

だいたいはわかりましたが、外れたこともありました。藻谷氏は、平成の合併前の約 3200 の市町村と

106 カ国に訪れたとのことで、文字通り広い経験と知識がある方で、勉強になりました。 

◆第二部はパネルディスカッション 

パネリストは、藻谷浩介氏（ 株式会社日本総合研究所主席研究員／長野大学客員教授）、市川正夫氏（長野大学環境ツーリズム学部特任

教授）、小岩井彰氏（長野大学社会福祉学部特任教授／地球クラブまめっこ主催）、小林一郎氏（農業生産法人株式会社信州せいしゅん村む

らおさ）、間藤まりの氏（ミリグラム株式会社取締役・真田ゆめぐるｐｒｏｊｅｃｔ）、土屋陽一氏（上田市長）コーディネーターは、松下

重雄氏（長野大学地域づくり総合センター長）からさまざまな取り組みの紹介がありました。 

■基調講演前に、古田睦美氏（環境ツーリズム教授）から公立大学法人化した長野大学では①信州上田学を中期計画に入れた。②上田地域

には、豊富な資源がある③社会が求める学力観が変化している④生涯学び続ける能力などについて、「地域学」への取り組みについて報告

がありました。長野大学の取り組みにも注目したいものです。 

～私は、藻谷氏の講演やパネルディスカッションの内容も勉強になりましたが、何よりも長野大学が「知の拠点」として、継続して研究

していくことに期待したいと思います。～ 


